
●開催日 平成21年11月9日（月）

●会場 ホテルセンチュリー静岡 ５階 センチュリールーム

〒422-8575 静岡県静岡市駿河区南町18-1

≪プログラム≫

●静岡市長挨拶

●指定都市市長会の活動報告

●講演 『地方分権改革に求められる国の姿』

【講師】 猪瀬 直樹氏 （作家・東京都副知事・地方分権改革推進委員）

静岡会場



静岡市長挨拶

静岡市長 小嶋 善吉 （こじま ぜんきち）
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静岡会場
＜静岡市長挨拶＞

今日は、指定都市市長会主催によります、指定都市地方分権講演会を企画させて

いただきました。講師には、現在の地方分権改革推進委員会の重要メンバーの一人

であります、猪瀬直樹さんにお願いをいたしました。

指定都市市長会は、いわゆる県としての役割、そして基礎自治体としての立場、

両方を持っている都市の集団でありまして、地方分権を推進する上では、一番、主導

的な役割を担わなければいけない、そういう自負を持っている自治体の集団ではな

いかと思っております。猪瀬さんのお話から日本はどのように変わっていくか、分権が

進むというのはどういうことなのか、聞いていただきたいと思います。

今日は、このように大勢の方に集まっていただき、講演会が開催できます

ことを心から感謝申し上げます。
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講演

『地方分権改革に求められる国の姿』

作家・東京都副知事・地方分権改革推進委員

猪瀬 直樹氏 （いのせ なおき）

仕方と関係がある。33万人の国家

公務員のうち、21万人は国道事務所

や河川事務所などの出先機関で働い

ているが、汚染米事件でのずさんな検

査体制や、予算でカラオケやマッサー

ジチェアを購入していたような金銭感

覚を見て分かる通り、霞ヶ関は自分が

持つ権限を絶対に地方自治体に渡さ

ず、出先で働く職員の職場を確保する

ことに力を注ぐため、仕事を効率化し、

無駄を省くというガバナンスが生まれ

ない。

そのような無駄遣いを止めさせるた

めには、出先機関をカットし、その仕事、

「権限」と「財源」を地域、例えば静岡

市という経営体のガバナンスの下に

置けばよい。

◆増える指定都市

今月５日、原口一博総務大臣が政

府の地方分権改革推進委員会の第3

次勧告に対する各省の回答を公表し

たが、委員会が廃止や緩和を勧告し

た892項目の中でも、地方６団体が権

限の移譲を強く求めた104項目に対し

てわずかに28項目にしか前向きに回

答しなかった。民主党政権になって少

しは良くなったが、これではまだ物足り

ない。働く母親が利用しやすいように

と、都市部のビルを保育所に利用した

り、統廃合された校舎のような既存施

設を介護施設に転用したりする際の居

室面積や人員配置の規制緩和を求め

たが、杓子定規な基準を固持したまま

だ。例えば消防法によりビルには非常

階段が一つあればよい。

◆権限を放さない霞ヶ関

最近、指定都市が各地で誕生して

いる。相模原市が19番目、熊本市が

20番目の指定都市を目指している。

相模原市は神奈川県の端にあり、山

梨県と東京都に接している。市民の多

くは小田急や京王線を使って都心に

通勤しているが、県への手続きとなる

と、場合によっては、横浜市にある県

庁まで出向く必要がある。指定都市に

なれば県から一部権限が委譲され、

そのエリアで自由に都市計画ができる。

同市に隣接する東京都町田市と商圏、

生活圏を共有しているために、相互で

住民票や戸籍謄本を発行するサービ

スが行われるようだ。分権とはこのよう

に、地域住民の利便という視点にたっ

た合理化が出来るようになるという

ことだ。

霞ヶ関が全国一律に決めた基準が

無駄を生んでいるのが現状だ。国道

246号にほぼ平行して同規模の都道が

ある。国道の維持管理費のうち清掃コ

ストは１㌔あたり400万円。都は同じ長さ

の都道を300万円でやっている。100万

円の差額は、国の出先機関の仕事の

◆霞ヶ関が無駄を生む

静岡会場
＜講 演＞
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静岡会場
＜講 演＞

という。300人の職員は100人までに減り、

給料も４割減。２人は23区よりも広い

エリアで市民生活を支える自治体の

厳しい状況を体感している。「なぜ破

綻したのか」を分析した結果は都の

ホームページなどで報告している。

２人とは別に、冬の間、私が呼びか

けて大阪市、広島市から職員を募って

雪かき隊を派遣している。静岡市も

常駐職員を一人派遣するとよい。夕張

の大変さを体験させたら、行政の無駄

遣いがなくなるはずだ。

官僚の肥大化が止まらないのは、政

権の短命さによるところが大きい。平

成の20年間で、小泉政権を除けばそ

の寿命は平均１年３カ月だ。戦前も同じ

で、原敬首相が暗殺されてから、日米

開戦まで日本の政権の平均寿命は

１年だった。その間官僚機構が日本の

連続性を担保してきた形だが、官僚は

前例踏襲型で、民間企業経営のように

めまぐるしく変化する世の中に対応

することができない。

激化する国際競争の中、変化に対

応しない官僚組織と短命政権のままで

は、日本は大変なことになるが、中央

がだめになっても地方が活性化すれ

ばいい。県や政令市、中核市にきちん

と「税源」「財源」を渡し、各地域の経

営体として利益を出すようなガバナン

スの効いた仕組みを作ればいいのだ。

そのためには、国からの権限や基準の

適用を全部止めてもらい、県や市でそ

の地域に即した条例を制定するべき

だろう。

◆夕張から学ぶ経営手法

◆真の地方分権の形

しかし、保育所施設には非常階段が

２カ所必要という基準があるため国は

保育所としては認可せず、補助金を出

さない。霞ヶ関にはこうした地方自治

体の創意工夫の芽をつぶし、地方公

務員のやる気を邪魔する基準が多く

存在する。そこで、待機児童5000人を

抱える都では、独自の認証制度をつく

り、都の基準を満たす保育所に補助

金を出して親の負担軽減を図っている。

厚労省は保育所の補助金だけで

約3000億円を管理している。基準を

厳しくして、それを厳守したところに

補助金を渡すというのが、霞ヶ関の

権力維持の構図だ。

北海道の夕張市は、国からの補助金

をあてにして経営体として破綻した。

国が面倒を見てくれると思い、自前の

経営をせずに「人任せ」にした結果だ。

無駄なハコモノは整理し、石炭博物館

やスキー場とホテルなど価値のあるも

のを残して民間の経営を入れて再建

中だ。

都はこの夕張市に20代の職員２人を

２年間派遣している。庁舎では極寒期

でも午後４時になると暖房を止め、

ジャンパーを着込んで仕事をしている
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静岡会場
＜静岡会場 アンケート集計＞

来場者数 ４３２名 アンケート回収 260名：回収率 60.2％

指定都市地方分権講演会in静岡
アンケート集計【静岡会場】

①広報紙

②チラシ

③新聞

④ラジオ

⑤ホームページ

⑥その他

（１）講演会の情報入手について

69

29

30

0

9

121

（27％）

（11％）

（12％）

（0％）

（3％）

（47％）

（２）指定都市市長会の活動報告について

①わかりやすかった

②ふつう

③わかりにくかった

124

123

9

（48％）

（48％）

（4％）

≪（２）－１ わかりやすかったか≫

①長かった

②ちょうどよかった

③短かった

20

207

30

（8％）

（80％）

（12％）

①とても参考になった

②参考になった

③変わらない

57

161

35

（22％）

（64％）

（14％）

≪（２）－２ 参考になったか≫

（３）講演会の時間について

≪ちょうどよい講演時間について≫

講演時間 回答者（人）

0.5時間 1

1時間 3

1.5時間 2

1.67時間 1

2時間 5

2.5時間 2

3時間 4
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静岡会場
＜静岡会場 アンケート集計＞

①わかりやすかった

②ふつう

③わかりにくかった

（４）講義の内容について

167

83

6

（65％）

（33％）

（2％）

≪（４）－１ わかりやすかったか≫

①とても参考になった

②参考になった

③変わらない

99

135

20

（39％）

（53％）

（8％）

≪（４）－ ２ 参考になったか≫

○猪瀬さんはがんばっているが、まだ分権は進まない。何が足りないのか。市民１人一人が今すぐにでも行動できる具体的なことを

考えていきたい。

○ハローワークについての話は直面している問題だったので参考になりました。

○現在問題となっていることを分りやすく説明してくださったので、ニュースをもっと聞くようにしたい。

○借金大国の解消。主役の一つとして地方分権の手段があることを知り、少しホッとした。国債発行残600兆、大変な金額だ。

○地方への権限の移譲の意味と大切さを、分りやすく具体的にした説明がよかった。

●地方分権をする受皿機関はどこなのか。市町村か、市か、県か。

●消費税はデンマークは25%だと話されたが、日本で消費税を上げるというとなぜ反対するのか。

●国と各地方の関わり方、これからの地方都市が生き残る方法について。

●地方の議院内閣制の良否について。

●政権が変わって、ある程度期待できることがわかったが、今後、地方行政はなにをしていけばよいのか。

≪（４）－ ３ わかりやすかった点（○）、もっと説明をしてほしい内容等（●）について≫

①できた

②少しできた

③特に変わらない

140

93

23

（55％）

（36％）

（9％）

≪（４）－ ４ 地方分権改革の必要性について理解を深めることができたか≫




